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● 製品のﾒﾝﾃﾅﾝｽをおこなう前に、このﾏﾆｭｱﾙを必ずお読
みください。 

● 特に安全に関する記述は、注意深くお読みください。 

● このﾏﾆｭｱﾙは必要な時にすぐ取り出して読めるように大
切に保管しておいてください。 
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本製品を安全にご使用いただくために 
 

 本製品を安全にご使用いただくためには材料、配管、電気、機構などを含めた空気

圧機器に関する基礎的な知識（日本工業規格 ＪＩＳ Ｂ ８３７０ 空気圧ｼｽﾃﾑ通則に

準じたﾚﾍﾞﾙ）を必要とします。 

知識を持たない人や誤った取扱いが原因で引き起こされた事故に関して、当社は

責任を負いかねます。 

お客様によって使用される用途は多岐にわたるため、当社ではそれらを把握する

ことができません。ご使用条件によっては、性能が発揮できない場合や事故につな

がる場合がありますので、お客様が用途、用法に合わせて製品の仕様の確認および

使用法をよく理解してから決定してください。 

本製品には、さまざまな安全策を実施していますが、お客様の誤った取扱いによっ

て、事故につながる場合があります。 そのようなことがないためにも、必ず取扱説明

書および本書を熟読し内容を十分にご理解いただいたうえでご使用ください。 

 

取扱を誤った場合に、死亡または重傷を負う危険な状態が

生じることが想定され、かつ、危険発生時の緊急性（切迫

の度合い）が、高い限定的な場合。 

 

取扱を誤った場合に、死亡または重傷を負う危険な状態が

生じることが想定される場合。 
 

 
取扱を誤った場合に、軽傷を負うか又は物的損害のみが発

生する危険な状態が生じることが想定される場合。 

 

 
 
※1)  IS0 4414 :Pneumatic fluid power 

Recommendations for the application of equipment to transmission and control 
systems. 

※2)  JIS B 8370:空気圧ｼｽﾃﾑ通則 

警告：

(WARNING)

！ 

危険：

(DANGER)

！ 

注意：

(CAUTION)

！ 
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 １．ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時期  
 
寿命は、空気質や使用条件により異なりますが、仕様範囲内でお使いいただいた場合、計算式①

により寿命日数が算出できます。これを参考に、早めにﾊﾟｯｷﾝ・O ﾘﾝｸﾞ等の交換およびｸﾞﾘｰｽｱｯﾌﾟをお

こなってください。 

 
         ５，０００，０００×（７．８Ｐ１＋０．８） 
  Ｄａｙ＝                                ……………………………………………………① 
                 ６０×Ｑ２×Ｈ 
                                             Ｄａｙ： 概算寿命日数（日） 

                                             Ｐ１     ： 一次側圧力（ＭＰａ） 

                                             Ｑ２     ： 二次側使用流量（ℓ /min） 

                                             Ｈ    ： 一日当たりの稼動時間（時間） 

 

 

 ２．基本注意事項  
 
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ（分解・組立）は、ほこりの少ない場所で外部の汚れを取り除きおこなってください。またﾊﾟｯ

ｷﾝ・O ﾘﾝｸﾞ等、ｼｰﾙ・摺動部には下記指定ｸﾞﾘｰｽを塗布し、破損のないよう組立をおこなってください。 

 
   表１．指定ｸﾞﾘｰｽ 

 種類 型番 ﾒｰｶｰ 

切換ﾊﾞﾙﾌﾞ部 ｼﾘｺﾝｸﾞﾘｰｽ Ｇ３０Ｍ 信越化学工業 

その他の部分 ﾘﾁｳﾑ石鹸基ｸﾞﾘｰｽ ﾀﾞﾌﾆｴﾎﾟﾈｯｸｽ（出光興産）もしくは相当品 
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 ３．ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ｽﾃｯﾌﾟ  
 

１．準備 
① 必要工具を準備してください。 
・ﾌﾟﾗｽﾄﾞﾗｲﾊﾞ ………………………………………… １本 

・六角レンチ ………………………………………… １本 

・ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞ（呼び 9×200）……………………… １本 

・ｽﾊﾟﾅ（呼び 19）…………………………………… ２本 

・ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾔ（穴用） ………………………… １本 

・ﾗｼﾞｵﾍﾟﾝﾁ …………………………………………… １本 

・樹脂ﾊﾝﾏｰ …………………………………………… １本 

② ｸﾞﾘｰｽを準備してください。 
・ｼﾘｺﾝｸﾞﾘｰｽ G30M 

・ﾘﾁｳﾑ石鹸基ｸﾞﾘｰｽ 

 

２．取り外し 
① 一次側ｴｱｰ（供給側）の停止し、二次側ｴｱｰを抜いてください。 
② ｴｱﾌﾞｰｽﾀの配管および固定部を、周辺機器から取り外してください。 
 

３．分解 
① ｴｱﾌﾞｰｽﾀを、ほこりの少ない場所に移動し、外部の汚れをｳｴｽ等により拭き取ってくださ
い。 

② ﾍﾟｰｼﾞ 3～7の手順に従い分解をおこなってださい。 
 

４．交換 
① 交換するﾊﾟｯｷﾝ･O ﾘﾝｸﾞを取り除いてください。 
② 古くなったｸﾞﾘｰｽをｳｴｽ等にて拭き取ってください（←ごみ等が付着しないように注意）。 
③ 指定された箇所にｸﾞﾘｰｽを塗布し、ﾊﾟｯｷﾝ･O ﾘﾝｸﾞ等の交換をおこなってください（ｸﾞﾘｰｽは
指定品を使用）。 

 
５．組立 
① 原則的には、分解の逆手順により組立をおこなってください。また、組立手順に記述してあ
る注意事項よく読み、組立をおこなってください。 

② 部品の組み付け忘れがないことを確認してください。 
 
６．検査 
① 一次側に 0.2MPaの圧縮空気を加えてください。 
② 増圧設定を 0.3MPaにし、正しく増圧動作が行われることを確認してください。 
③ 増圧完了後、内部動作が停止し、また各部からｴｱ漏れのないことを確認してください。 

 
７．取り付け 
① ｴｱﾌﾞｰｽﾀを、元の位置(状態)に取り付けてください。 
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 ４．手順  

 

（１） ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ部 

分解手順 

① ﾉﾌﾞ(66)を左に回して、ｱｼﾞｬｽﾃｨﾝｸﾞｽﾌﾟ   

ﾘﾝｸﾞ(59)を緩めてください。 

② ﾏｳﾝﾃｨﾝｸﾞﾅｯﾄ(58)を左に回すとﾉﾌﾞ(66)   

が外れﾏｳﾝﾃｨﾝｸﾞﾅｯﾄ(58)をｶﾊﾞｰ(57)   

より外してください。 

③ ﾌﾟﾗｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰにて十字穴ﾀｯﾋﾟﾝねじ(70)

を外しｶﾊﾞｰ(57)も取ってください。 

注意：ｱｼﾞｬｽﾃｨﾝｸﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ(59)により

ｶﾊﾞｰ(57)が押し上げられます

ので、手でｶﾊﾞｰ(57)を押さえ

ながら外してください。 

④ ｱｼﾞｬｽﾃｨﾝｸﾞ組立(56)、ｱｼﾞｬｽﾃｨﾝｸﾞｽﾌﾟ 

   ﾘﾝｸﾞ(59)、ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ組立(60)、ﾚｷﾞｭﾚｰ 

   ﾀ本体組立(68)を外してください。 

⑤ ﾊﾞﾙﾌﾞ組立(67)のﾛｯﾄﾞと一緒に弁座(63) 

  を上に引き抜いてください。 

⑥ ｽﾀｯﾄﾞ(65)を左に回してﾊﾞﾙﾌﾞ組立(67)、 

   ﾎﾞﾄﾑｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ(64)を取り外してください。 

 

組立手順 

図示      部に指定ｸﾞﾘｰｽを塗布して、分解の逆手順により組立をおこなってください。 

指定ｸﾞﾘｰｽ：ﾘﾁｳﾑ石鹸基ｸﾞﾘｰｽ 

注意：ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ本体組立(68)のｴｱｰ通路に注意して組み立ててください。 
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（２） ｼﾘﾝﾀﾞ部 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分解手順 

① ｽﾊﾟﾅ（呼び 19）を両側で使用して、六角ﾅｯﾄ(20)を外し、ﾀｲﾛｯﾄﾞ(15)を抜いてください。 

② ﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ(28)、ﾊﾟｲﾌﾟ(14)を外し、ｼﾘﾝﾀﾞﾁｭｰﾌﾞ(24)を抜いてください。 

③ ｽﾊﾟﾅ(呼び 19)を両側で使用して、六角ﾅｯﾄとばね座金を外し、ﾋﾟｽﾄﾝ(26)をﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ(25)より

抜いてください。←片側のみの取り外しで可 

④ ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ(25)を本体ﾌﾞﾛｯｸ(B)より抜いてください。 

組立手順 

図示      部に指定ｸﾞﾘｰｽを塗布して、分解の逆手順により組立をおこなってください。 

指定ｸﾞﾘｰｽ：ﾘﾁｳﾑ石鹸基ｸﾞﾘｰｽ 

注意：ﾊﾟｯｷﾝ(27)および O ﾘﾝｸﾞ(8)(16)(23)を傷つけないように注意して組み立ててください。 

特に、本体ﾌﾞﾛｯｸ(B)にはめ込まれているﾊﾟｯｷﾝ(21)はﾘｯﾌﾟ形状のため、ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ(25)の挿

入時は引っかかりが生じます。したがって慎重に挿入し、ﾘｯﾌﾟのめくれが発生しないように

注意してください。 

 

ﾊﾟｯｷﾝ(21) 
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（３） 切換ｽｲｯﾁ･ﾁｪｯｸ弁部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 切換ｽｲｯﾁ部  

 

分解手順 

① ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾔ(穴用)にて、穴用 C形止め輪(2)を外してください。 

② 切換ﾊﾞﾙﾌﾞより、ばね座金組込十字穴付なべ小ねじ(34)を外し、弁棒(A)組立（1）、弁棒(B)組立

(13)上部の M4 ねじにねじ込み、検出弁ﾎﾞﾃﾞｨ(12)とともに本体ﾌﾞﾛｯｸ(5)より抜き出してください。 

③ 両側ともに検出弁ﾎﾞﾃﾞｨ(12)を抜き出し、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ(6)、O ﾘﾝｸﾞ(3)を取り出してください。 

 

組立手順 

図示      部に指定ｸﾞﾘｰｽを塗布して、分解の逆手順により組立をおこなってください。 

指定ｸﾞﾘｰｽ：ﾘﾁｳﾑ石鹸基ｸﾞﾘｰｽ 

注意：左右弁棒(A)組立(1)と弁棒(B)組立(13)の形状が異なりますので、組間違いのないように注意

してください。また、ﾊﾟｯｷﾝ(11)の向きにも注意してください。 

使用 O ﾘﾝｸﾞ数量 ： 弁棒(A)組立(1)が入る検出弁ﾎﾞﾃﾞｨｰ(12)には、O ﾘﾝｸﾞが 2 本 

弁棒(B)組立(13)が入る検出弁ﾎﾞﾃﾞｨｰ(12)には、O ﾘﾝｸﾞが 3 本 

弁座(53)は R面取り側と C面取り側があるため、方向に注意してください（R面取りがﾁｪｯｸ弁

(48)側になります）。 

 

手前側 ： R 面取り

奥 側 ： C 面取り 

手前側 ： C 面取り

奥 側 ： R 面取り 
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 ﾁｪｯｸ弁部  

 

分解手順 

IN 側 

① ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾔ(穴用)にて、穴用 C形止め輪(45)を外してください。 

② ﾗｼﾞｵﾍﾟﾝﾁにてばね座(46)、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ(47)、ﾁｪｯｸ弁(48)を取り外してください。 

OUT 側 

① ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾔ(穴用)にて、穴用 C形止め輪(45)を外してください。 

② OUT 側よりｴｱｰ圧力 0.1MPa 程度を加え弁座(53)を押出してください。 

③ ﾗｼﾞｵﾍﾟﾝﾁにて、ﾁｪｯｸ弁(48)、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ(47)、ばね座(46)を取り出してください。 

④ 本体ﾌﾞﾛｯｸ(5)逆側よりﾌﾟﾗｽﾄﾞﾗｲﾊﾞにて弁座(53)を押出し、ﾁｪｯｸ弁(48)、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ(47)、ばね座(46)

を取り出してください。 

 

組立手順 

図示      部に指定ｸﾞﾘｰｽを塗布して、分解の逆手順により組立をおこなってください。 

指定ｸﾞﾘｰｽ：ﾘﾁｳﾑ石鹸基ｸﾞﾘｰｽ 

注意：IN 側と OUT 側のﾁｪｯｸ弁向きに注意してください。 
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（４） ﾊﾞﾙﾌﾞ部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分解手順 

① 六角レンチにて六角穴付きボルト(34)を外し、両側のｷｬｯﾌﾟ(29)を取ってください。 

② ﾋﾟｽﾄﾝ(38)、ｽﾌﾟｰﾙ(39)、ﾋﾟｽﾄﾝ(32)を抜いてください。 

③ 樹脂ﾊﾝﾏｰにてｼﾘﾝﾀﾞ(33)を叩いて、ｼﾘﾝﾀﾞ(36)を押出してください。 

④ ｼﾘﾝﾀﾞ(36)の側よりｽﾄｯﾊﾟ(40)を押出し、ｼﾘﾝﾀﾞ(33)、ｽﾄｯﾊﾟ(40)、ｿﾌﾄﾊﾟｯｷﾝ(41)(44)、ｽﾍﾟｰｻ(42)(43)

を押出してください。 

 

組立手順 

図示      部に指定ｸﾞﾘｰｽを塗布して、分解の逆手順により組立をおこなってください。 

指定ｸﾞﾘｰｽ：ｼﾘｺｰﾝｸﾞﾘｰｽ G30M 

注意：ｼﾘﾝﾀﾞ(33)(36)およびﾋﾟｽﾄﾝ(32)(38)の組み込み方向に注意してください。 

ｿﾌﾄﾊﾟｯｷﾝ(41)透明、(44)緑色およびｽﾍﾟｰｻ(43)ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂、(42)ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄの位置

に注意してください。 
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 ５．全体ﾊﾟｰﾂ構成  
 

ｴｱﾌﾞｰｽﾀ（ＡＢＰ－１２－ＧＳ）は大きくわけて、下記４構成より成り立ちます。 

 
   表２．ＡＢＰ構成 

 名称 型番 数量 備考 

Ａ ｼﾘﾝﾀﾞ・切換ｽｲｯﾁ・ﾊﾞﾙﾌﾞ組立  １  

Ｇ 圧力計 ABP-GAUGE ２ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

Ｒ ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ組立  １  

Ｓ ｻｲﾚﾝｻ ＳＬＷ－１５Ａ ２ ｵﾌﾟｼｮﾝ 
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 ６．総展開図  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 部品名 材質 数量 No. 部品名 材質 数量
1 弁棒(A)組立 ｽﾃﾝﾚｽ鋼,ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1 40 ｽﾄｯﾊﾟ ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂 2
2 穴用C形止め輪 ｽﾃﾝﾚｽ鋼 2 41 ｿﾌﾄﾊﾟｯｷﾝ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ 4
3 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 5 42 ｽﾍﾟｰｻ ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄ 4
5 本体ﾌﾞﾛｯｸ ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄ 1 43 ｽﾍﾟｰｻ ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂 1
6 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ鋼線 2 44 ｿﾌﾄﾊﾟｯｷﾝ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ 2
7 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1 45 穴用C形止め輪 ｽﾃﾝﾚｽ鋼 4
8 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 5 46 ばね座 ｽﾃﾝﾚｽ鋼 4
9 ｽﾍﾟｰｻ ｱﾙﾐ合金 1 47 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ鋼 4
10 鋼球 合金鋼 3 48 ﾁｪｯｸ弁 ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 4
11 ﾊﾟｯｷﾝ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 2 53 弁座 ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 2
12 検出弁ﾎﾞﾃﾞｨ 鋼合金 2 54 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 2
13 弁棒(B)組立 ｽﾃﾝﾚｽ鋼,ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1 55 ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂 1
14 ﾊﾟｲﾌﾟ ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 2 56 ｱｼﾞｬｽﾃｨﾝｸﾞ組立 鋼 1
15 ﾀｲﾛｯﾄﾞ 鋼 2 57 ｶﾊﾞｰ ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂 1
16 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 4 58 ﾏｳﾝﾃｨﾝｸﾞﾅｯﾄ ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂 1
17 六角穴付ﾌﾟﾗｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ鋼 2 59 ｱｼﾞｬｽﾃｨﾝｸﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 合金鋼 1
18 平座金 鋼 4 60 ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ組立 亜合金,ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1
19 ばね座金 合金鋼 4 61 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1
20 六角ﾅｯﾄ 鋼 6 62 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1
21 MYﾊﾟｯｷﾝ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 2 63 弁座 鋼合金 1
22 ﾛｯﾄﾞﾒﾀﾙ 含油軸受合金 3 64 ﾎﾞﾄﾑｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ鋼線 1
23 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 4 65 ｽﾀｯﾄﾞ ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂 1
24 ｼﾘﾝﾀﾞﾁｭｰﾌﾞ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 2 66 ﾉﾌﾞ ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂 1
25 ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ 鋼 1 67 ﾊﾞﾙﾌﾞ組立 鋼合金,ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1
26 ﾋﾟｽﾄﾝ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 2 68 ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ本体組立 ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金,ﾆﾄﾘﾙｺ 1
27 ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 2 69 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1
28 ﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄ 1 70 十字穴付ﾀｯﾋﾟﾝねじ 合金鋼 4
29 ｷｬｯﾌﾟ ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄ 2 71 固定ｵﾘﾌｨｽ 黄銅 1
30 ｶﾞｽｹｯﾄ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 2 72 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1
31 ﾘｯﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1 73 ﾏｽﾀﾊﾞﾙﾌﾞｶﾞｽｹｯﾄ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1
32 ﾋﾟｽﾄﾝ ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂 1 74 六角穴付きボルト 鋼 2
33 ｼﾘﾝﾀﾞ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 1 75 十字穴付きナベ小ねじ 鋼 1
34 六角穴付きボルト 鋼 8 76 ｶﾞｽｹｯﾄ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1
35 Oﾘﾝｸﾞ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 2 77 ﾊﾞﾙﾌﾞ本体 － 1
36 ｼﾘﾝﾀﾞ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 1 78 ﾌﾟﾗｸﾞ 黄銅・鋼 1
37 ﾘｯﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ 1 79 ばね座金 鋼 8
38 ﾋﾟｽﾄﾝ ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂 1 G 圧力計 － （2）
39 ｽﾌﾟｰﾙ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 1 S ｻｲﾚﾝｻ － （2）
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 ７．消耗部品ｾｯﾄ  
 

 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用消耗部品ｾｯﾄとして、下表内容が用意されていますので、ご利用ください。また、その

他の部品についても、交換作業が可能なかぎり用意できますので、弊社営業まで連絡ください。 

   表３．消耗部品ｾｯﾄ 

構成 
ｾｯﾄ品名 型番 

番号 名称 
数量  

１ 弁棒(A)組立 １ 

３ O ﾘﾝｸﾞ ５ 

１１ ﾊﾟｯｷﾝ ２ 

切換ｽｲｯﾁ部 

ﾊﾟｯｷﾝｾｯﾄ 
ＡＢＰ－Ｋ１

１３ 弁棒(Ｂ)組立 １ 

 

８ O ﾘﾝｸﾞ ５ 

１６ O ﾘﾝｸﾞ ４ 

２１ ＭＹﾊﾟｯｷﾝ ２ 

２３ O ﾘﾝｸﾞ ４ 

ｼﾘﾝﾀﾞ部 

ﾊﾟｯｷﾝｾｯﾄ 
ＡＢＰ－Ｋ２

２７ ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ ２ 

 

３１ ﾘｯﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ １ 

３２ ﾋﾟｽﾄﾝ １ 

３７ ﾘｯﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ １ 

切換ﾊﾞﾙﾌﾞ 

ﾋﾟｽﾄﾝ組立 
ＡＢＰ－Ｋ３

３８ ﾋﾟｽﾄﾝ １ 

 

４０ ｽﾄｯﾊﾟ ２ 

４１ ｿﾌﾄﾊﾟｯｷﾝ ４ 

４２ ｽﾍﾟｰｻ ４ 

４３ ｽﾍﾟｰｻ １ 

切換ﾊﾞﾙﾌﾞ 

ｼｰﾙ組立 
ＡＢＰ－Ｋ４

４４ ｿﾌﾄﾊﾟｯｷﾝ ２ 

 

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ組立 ＡＢＰ－Ｋ６ ６０ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ組立 １  

６７ ﾊﾞﾙﾌﾞ組立 １ 

 ｽﾃﾑ用 O ﾘﾝｸﾞ １ 

６１ O ﾘﾝｸﾞ １ 

６２ O ﾘﾝｸﾞ １ 

圧力調整部 

ﾊﾞﾙﾌﾞ組立 
ＡＢＰ－Ｋ７

６９ O ﾘﾝｸﾞ １ 

 

４８ チェック弁 ４ 

５３ 弁座 ２ チェック弁組立 ＡＢＰ－Ｋ８

５４ O ﾘﾝｸﾞ ２ 

 

 ブラケット 2  

 
六角穴付きボルト 

（M10×20） 
4  

ブラケット ＡＢＰ－Ｂ 

 
ばね座金 

（呼び 10） 
4  

圧力計 ＡＢＰ－ＧＡＵＧＥ  圧力計 1  

 
六角穴付きボルト 

（M8×15） 
4  

 
ばね座金 

（呼び８） 
4  タンク組付け部品 ＡＴ－Ｋ１ 

 
Ｏリング 

（Ｐ２４－１Ａ） 
1  
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 ８．ﾒﾝﾃﾅﾝｽ記録  
 

 下記ﾒﾝﾃﾅﾝｽ記録表をご利用のうえ、定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽをおこなってください。 

 
   表４．ﾒﾝﾃﾅﾝｽ記録 

年月日 内容 交換部品ｷｯﾄ 補足 次回ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
予定日 

 
   年   月   日 
        時   分 

□ O ﾘﾝｸﾞ・ﾊﾟｯｷﾝ 
□ ｸﾞﾘｰｽ 
□ その他 

□ ＡＢＰ－Ｋ１ 
□ ＡＢＰ－Ｋ２ 
□ ＡＢＰ－Ｋ３ 
□ ＡＢＰ－Ｋ４ 
□ ＡＢＰ－Ｋ６ 
□ ＡＢＰ－Ｋ７ 
□ ＡＢＰ－Ｋ８ 
□ その他 

  
   年   月   日 

 
   年   月   日 
        時   分 

□ O ﾘﾝｸﾞ・ﾊﾟｯｷﾝ 
□ ｸﾞﾘｰｽ 
□ その他 

□ ＡＢＰ－Ｋ１ 
□ ＡＢＰ－Ｋ２ 
□ ＡＢＰ－Ｋ３ 
□ ＡＢＰ－Ｋ４ 
□ ＡＢＰ－Ｋ６ 
□ ＡＢＰ－Ｋ７ 
□ ＡＢＰ－Ｋ８ 
□ その他 

  
   年   月   日 

 
   年   月   日 
        時   分 

□ O ﾘﾝｸﾞ・ﾊﾟｯｷﾝ 
□ ｸﾞﾘｰｽ 
□ その他 

□ ＡＢＰ－Ｋ１ 
□ ＡＢＰ－Ｋ２ 
□ ＡＢＰ－Ｋ３ 
□ ＡＢＰ－Ｋ４ 
□ ＡＢＰ－Ｋ６ 
□ ＡＢＰ－Ｋ７ 
□ ＡＢＰ－Ｋ８ 
□ その他 

  
   年   月   日 

 
   年   月   日 
        時   分 

□ O ﾘﾝｸﾞ・ﾊﾟｯｷﾝ 
□ ｸﾞﾘｰｽ 
□ その他 

□ ＡＢＰ－Ｋ１ 
□ ＡＢＰ－Ｋ２ 
□ ＡＢＰ－Ｋ３ 
□ ＡＢＰ－Ｋ４ 
□ ＡＢＰ－Ｋ６ 
□ ＡＢＰ－Ｋ７ 
□ ＡＢＰ－Ｋ８ 
□ その他 

  
   年   月   日 

 
   年   月   日 
        時   分 

□ O ﾘﾝｸﾞ・ﾊﾟｯｷﾝ 
□ ｸﾞﾘｰｽ 
□ その他 

□ ＡＢＰ－Ｋ１ 
□ ＡＢＰ－Ｋ２ 
□ ＡＢＰ－Ｋ３ 
□ ＡＢＰ－Ｋ４ 
□ ＡＢＰ－Ｋ６ 
□ ＡＢＰ－Ｋ７ 
□ ＡＢＰ－Ｋ８ 
□ その他 

  
   年   月   日 

 


